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多様な産業プロセスにおいて、分散相を内包する液滴の特性評価が求められている。例として、金属ナノ粒子を分散させた燃料、アルミニ
ウムフレークを含む金属塗料、コロイド液滴（例：インクジェット印刷）、医薬品用途に典型的な、液体層で粒子を覆ったカプセル化粒子
が挙げられる。

1 フレークを内包する液滴からのTSTOF信号のシミュレーション

液滴内でのフレークの向きを変えた場合の、フレークを内包する液滴のTSTOF信号のシミュレーション結果。信号はフレーク検出用の参照信
号と比較している（α：天頂角、β：方位角）[1, 2]。

検出器信号
参照信号

上側／下側：レーザービームの上側また
は下側の検出器

反射散乱による信号ピークの強度が著しく高くなる。
反射ピークの信号幅が著しく広がる。
レーザービームの上側と下側の検出器の信号は対称性を失う。

2 球を内包する液滴からのTSTOF信号のシミュレーション

内包された球の位置を変えた場合の、球を内包する液滴のTSTOF信号のシミュレーション結果を示す [1, 2]。

検出器信号
参照信号

上側／下側：レーザービームの上側または
下側の検出器

反射散乱による信号ピークの強度が著しく高くなる。
2次屈折信号ピークの振幅が著しく低下する。
レーザービームの上側と下側の検出器の信号は対称性を失う。

3 コロイド粒子を含む液滴からのTSTOF信号のシミュレーション

3Dモンテカルロ光線追跡モデルで光散乱をシミュレーションする。入射レーザーシートは多数の偏光光線として扱い、各光線のストークスベ
クトルは、散乱のたびに回転行列とミュラー行列を乗じて追跡する [1, 2]。

シミュレーションTSTOF信号
測定TSTOF信号

ηはコロイド粒子の体積濃度に依存する。同じサイ
ズの液滴では、コロイド粒子の体積濃度が増すとη
も増加する。
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